
の
要
因
を
抱
え
て
い
た
こ
と

を
紹
介
し
て
い
る
。

自
営
者
の
場
合
は

「事
業

不

哲

↓

「生

活

苦
」
↓

「多
重
債
務
」
↓

「
つ
つ
病
」

↓

「自
殺
」
な
ど
。

被
雇
用
者
の
場
合
は
、

つ
病
」
↓

一自
殺
」
な
ど
‘

複
数
の
要
因
が
連
鎖
し
て

「う
つ
病
↓
自
殺
」
に
至
る

ケ
ー
ス
は
多
い
。
し
か
し
日

本
に
は
専
門
家
同
士
の
連
携

が
な
い
た
め
、
精
神
科
で
、

う

つ
病
の
要
因
と
な

っ
た

提
供
す
る
こ
と
は
な
い
て

清
水
さ
ん
は
こ

，２
請
る
。

「自
殺
者
の
７２
％
は
亡
く

な
る
前
に
精
神
科
医
や
弁
護

士
な
ど
専
門
機
関
に
相
談
に

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

最
後
ま
で
生
き
る
意
志
が
あ

『
切
迫
死
』
『区
窮
死
』
と
い

う
思
い
が
し
て
い
ま
す
」

地
域
別
対
策
が
重
要

ま
ず
、
自
殺
対
策
で
重
要

な
こ
と
は
、
自
殺
の
要
因
を

突
き
止
め
、
地
域
別
に
対
策

東
部
オ
リ
ッ
サ
州
で
の
反
キ

リ
ス
ト
者
暴
力
で
死
亡
し
た

人
々
の
追
悼
式
典
で
、
他
宗

教
指
導
者
た
ち
と
共
に
祈
っ

た
。

「こ
れ
は
新
た
な
動
き
で

す
」
と
十

一
月
二
十
五
日
、

典
は
イ
ン
ド
百
勃
協
議
会
の

全
国
宗
教
協
調
委
員
会
が
主

催
し
た
。
式
典
中
は
、
各
宗

教
指
導
者
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
聖
典
か
ら
の
平
和
の
祈

り
を
唱
え
た
。

約
七
十
人
の
参
列
者
た
ち

ソ
ロ
プ
ス
衣
―
み
な
ど
の
信

徒
で
、
外
交
官
や
官
僚
、
教

育
界
、
法
曹
界
、
産
業
界
の

著
名
人
た
ち
だ

っ
た
。

駐
イ
ン
ド
教
皇
庁
大
使
の

ペ
ド
ロ
・
ロ
ペ
ス

・
キ
ン
タ

ー
ナ
大
司
教
や
キ
プ
ロ
ス
、

ゴ
典
を
す

教
協
調
委
昌

Ｄ

・
ト
ー
フ

交
官
た
ち
ヽ

は
、
宗
教
鮨

る
暴
力
を
お

に

「政
府
が
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一．

５
小
教
区
閉
じ
置利
勤
繁〈蚕
譜
壁
エ

こ
と
し
四
月
、
大
阪
教
区
Ｑ

長
潤
大
司
き

は
大
阪
市
の
北
地
区
に
あ
る
五
つ

の
小
教
区
を
廃
上
、
新
し
く

「大
阪
梅
田
教
会
」
（以
下

「新
教
会
し

を
設
立
し

た
。
し
か
し
聖
堂
は
ま
だ
な
く
、
旧
小
教
区
の
三
聖
堂
に
分
か
れ
て
集
う
形
で
の

出
発
だ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
八
カ
月
。
互
い
に

「他
教
会
の
人
」
だ
っ
た
信
徒
た
ち

が
、
課
題
を
見
つ
け
な
が
ら

一
致
に
向
か
っ
て
い
る
。
新
教
会
の
聖
堂
は
、
教
区

施
設
や
修
道
会
も
入
居
す
る
ビ
ル
を
建
設
し
て
そ
の
中
に
置
く
計
画
で
、
完
成
は

二
〇

一
一
年
。
ま
っ
た
く
新
し
い
小
教
区
づ
く
り

へ
の
挑
戦
が
始
ま

っ
て
い
る
。

大
阪
梅
田
教
会
に
な

っ
た

の
は
、
大
阪
市
内
の
北
野
、

姫
里
、
桜
宮
、
福
島
、
三
国

の
五
教
会
。
「梅
田
プ
ロ
ッ

ク
」
と
し
て
共
同
宣
教
司
牧

を
行

っ
て
き
た
小
教
区
だ
。

梅
田
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
の
高
畠
政
行
神
父

（大
阪
教
区
）
に
よ
る
と
、
同

地
域
の
小
教
区
数
は
多
い
が
、

信
徒
の
減
少
や
高
齢
化
で
、

五
教
会
が
互
い
の
共
同
体
の

協
力
な
し
に
運
営
し
て
い
く

の
は
難
し
く
な

っ
て
い
た
。

改
革
の
き

っ
か
け
は
二
〇

〇
二
年
、
市
の
区
画
整
理
事

業
に
基
づ
い
て
土
地

・
建
物

を
売
却
し
た
三
国
教
会
。
移

転
先
が
見
つ
か
ら
ず
に
聖
堂

設
立
を
断
念
、
信
徒
は
北
野

教
会
に
集
う
道
を
選
ん
だ
。

こ
れ
を
受
け
て
同
ブ
ロ
ッ

ク
は
、
池
長
司
教
が
〇

一
年

に
発
表
し
た

「プ
ロ
ッ
ク
化

に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な

ど
を
基
に
新
体
制
づ
く
り
を

行
う
こ
と
を
決
定
。
研
修
の

年
、
分
か
ち
合
い
の
年
、
決

定
の
年
、
建
築
の
年
を
経
て

完
成
の
年
に
至
る

「五
カ
年

計
画
」
を
打
ち
出
し
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
、
プ
ロ
ッ
ク
評

議
会
を
中
心
に
研
修
会
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行

っ
た
。

昨
年
は
、
大
き
な
小
教
区

が
小
さ
な
小
教
区
を
吸
収
し

て
力
関
係
な
ど
が
生
じ
る
の

を
防
ぐ
た
め
、
五
教
会
を
全

廃
し
て

一
小
教
区
を
生
み
出

す
方
針
を
固
め
、
新
教
会
は

旧
北
野
教
会
の
場
所
に
置
く

こ
と
を
決
め
た
。
規
約
な
ど

の
統
合
準
備
も
進
め
、
今
春

に
は
会
計
を

一
本
化
。
委
員

会
の
在
り
方
や
外
国
人
共
同

体
へ
の
対
応
な
ど
、
各
小
教

区
で
異
な
る
文
化
、
需
要
を

ど
う

一
致
さ
せ
る
か
、
信
徒

間
で
課
題
も
見
え
て
き
た
。

旧
教
会
が
名
残
惜
し
い
人

た
ち
に
は

「教
会
は
場
所
で

は
な
い
」
と
、
共
同
体
の
意

味
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
ブ
ロ

ッ
ク
と
し
て
促
し
て
き
た
。

旧
北
野
教
会
の
東
條
美
知
子

さ
ん

（
５９
）
は
、
今
は

「こ

れ
が
神
の
み
旨
」
と
語
り
、

旧
姫
里
教
会
の
比
企
明
英
さ

ん

（７３
）
は
、
反
発
す
る
信

徒
も
い
る
が

共
同
体
と
肝

き
た
。

一
一

も
、
ま
ず
相

る
方
法
を
樟

切
だ
と
強
郵

プ
ロ
ッ
カ

な

っ
て
か
ム

の
交
流
が
深

に
も
参
加
ト

実
さ
ん
（２４
´

は

「名
前
は

け
れ
ど
、
全

だ
が
、
プ
ロ

が
月
に

一
慮

る
な
ど
、
一

も
感
じ
る
た


